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母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
は
、
町
長
か
ら
委

嘱
を
受
け
た
子
育
て
の
先
輩
で
す
。

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
健
康
や
福
祉
の
充

実
を
め
ざ
し
、行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
の
訪
問
や
乳
幼
児
健
診
の
介
助
、

遊
び
の
教
室
の
お
手
伝
い
な
ど
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
担
当
地
区
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

（
下
佐
々
・
海
南
鋼
管
）

　

若
林
美
惠
・
美
馬
英
子
・
中
谷
幸
子

（
平
・
吉
見
）

　

桑
添
育
子

（
動
木
・
樫
河
池
）

　

増
田
和
子
・
芝
﨑
由
紀
子
・
西
野
邦
子

（
緑
ヶ
丘
）

　

東
博
子

（
希
望
ヶ
丘
）

　

岩
橋
美
惠
子

（
小
畑
）

　

森
田
里
美
・
橋
本
あ
や
み
・
稲
田
妃
佐
子

（
柴
目
）

　

髙
木
仁
美

（
長
谷
）

　

吉
田
た
か
子

（
吉
野
）

　

小
田
明
子

（
福
井
・
坂
本
）

　

西
谷
眞
里

（
奥
佐
々
・
中
田
・
梅
本
）

　

西
浦
幸
千
代

（
西
野
・
東
野
）

　

溝
上
久
美

（
松
瀬
・
釜
滝
・
国
木
原
）

　

山
下
早
葉
子

（
永
谷
・
福
田
）

　

恩
地
弘
子

（
神
野
市
場
・
樋
下
）

　

道
浦
英
美

（
箕
六
・
野
中
・
安
井
・
南
畑
）

　

峠
し
げ
み

（
上
ケ
井
・
三
尾
川
・
大
角
・
津
川
）

　

前
久
保
和
子

（
鎌
滝
・
明
添
・
赤
木
・
高
畑
・
桂
瀬
）

　

中
部
屋
清
子

（
今
西
・
松
ケ
峯
・
菅
沢
）

　

横
出
稔
子

（
谷
・
田
・
中
・
滝
ノ
川
）

　

古
梅
幸
子

（
毛
原
下
・
小
西
・
毛
原
中
・
毛
原
宮
）

　

向
井
中
貴
美

（
毛
原
上
・
長
谷
宮
）

　

炭
家
く
に
子

（
井
堰
・
蓑
垣
内
・
真
国
宮
・
蓑
津
呂
）

　

和
田
喜
代
美

（
花
野
原
・
初
生
谷
・
北
野
・
円
明
寺
・
勝
谷
・

四
郷
）
上
北
よ
し
え（

令
和
４
年
３
月
末
ま
で
）

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を
把

握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
（
児
童
の
監
護
や
保
護
、

生
計
同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提

出
が
な
い
場
合
に
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
対
象
の
方
に
は
、５
月
末
日
に
「
現
況
届
」

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
令
和
２
年

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

令
和
元
年
7
月
に
実
施
し
ま
し
た
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
調
査
結
果
を
踏

ま
え
す
べ
て
の
子
ど
も
の
良
質
な
育
成
環
境

を
保
障
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
社
会

全
体
で
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
こ
の
度

「
第
2
期
き
み
の
こ
ど
も
プ
ラ
ン
（
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
）」
を
策
定
致
し
ま

し
た
。
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ま
た
調
査
に
あ
た
り
、
自
由
記
載
欄
に
ご

記
入
頂
き
ま
し
た
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
に
つ

い
て
は
、
す
み
や
か
に
担
当
部
署
に
伝
え
ま

し
た
。
町
で
は
即
時
対
応
で
き
る
事
、
計
画

的
に
対
応
で
き
る
事
な
ど
予
算
や
他
制
度
と

の
調
整
、
他
機
関
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
な

が
ら
必
要
に
応
じ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

わ
が
町
の
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
！

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
受
け

る
に
は 

現
況
届
が
必
要
で
す 

！

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
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(　

)

内
は
旧
職
で
す
。

【
主
任
級
】

建
設
課
主
任
・
美
里
分
室 

　

野
口　

浩
由
（
水
道
課
主
任
）

総
務
課
主
任 

　

岡
見　

栄
利
子
（
税
務
課
主
任
）

企
画
管
財
課
主
任

　

井
口　

玄
（
保
健
福
祉
課
主
任
）

保
健
福
祉
課
主
任　

　

中
屋　

泰
典
（
企
画
管
財
課
主
任
）

【
係
長
級
】

企
画
管
財
課
係
長

　

小
田　

雅
美
（
保
健
福
祉
課
係
長
）

水
道
課
係
長

　

名
倉　

慎
二
（
教
育
課
係
長
）

建
設
課
係
長　

　

加
藤　

睦
弘
（
建
設
課
係
長
・
美
里
分
室
）

警
防
第
１
課
係
長

　

堂
西　

一
男
（
警
防
第
２
課
係
長
）

警
防
第
１
課
係
長

　

西
田　

光
徳
（
警
防
第
３
課
係
長
）

警
防
第
２
課
係
長

　

松
江　

充
博
（
警
防
第
１
課
係
長
）

警
防
第
３
課
係
長

　

井
上　

純
一
（
警
防
第
１
課
係
長
）

【
主
査
級
】

税
務
課
主
査

　

橋
本　

光
史
（
住
民
課
主
査
）

水
道
課
主
査

　

山
下 

耕
平
（
産
業
課
主
査
）

ま
ち
づ
く
り
課
主
査

　

津
森 

ひ
と
み
（
企
画
管
財
課
主
査
）

警
防
第
２
課
主
査

　

濵
田　

裕
樹
（
警
防
第
３
課
主
査
）

警
防
第
３
課
主
査

　

小
西　

侑
祐
（
警
防
第
２
課
副
主
査
）

【
主
事
級
】

住
民
課
主
事

　

岡
野　

聖
也
（
総
務
課
主
事
）

水
道
課
主
事

　

北
原　

和
紀
（
産
業
課
主
事
）

産
業
課
主
事

　

藤
河　

勇
気
（
保
健
福
祉
課
主
事
）

農
薬
使
用
者
は
、
農
薬
取
締
法
に
よ
り
次

の
4
つ
の
安
全
を
確
保
す
る
責
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

１
．
使
用
す
る
人
の
安
全

２
．
農
作
物
に
対
す
る
安
全

３
．
農
産
物
に
対
す
る
安
全

４
．
環
境
に
対
す
る
安
全

農
薬
使
用
者
は
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
防
除
計
画
の
策
定
や
適
期
防
除
、
農
薬

ラ
ベ
ル
表
示
事
項
の
遵
守
、
周
辺
食
用
農
作

物
生
産
者
と
の
連
携
・
農
薬
飛
散
低
減
等
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
農
薬
は
、
登
録
に
際
し
て
毒
性
評

価
を
行
い
、
人
畜
な
ど
へ
の
害
が
な
い
範
囲

を
作
物
残
留
な
ど
の
基
準
と
し
て
定
め
、
こ

の
基
準
を
超
え
な
い
た
め
に
次
の
よ
う
な
使

用
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
そ
の
農
薬
に
適
用
が
な
い
作
物
へ
は
使
用

し
な
い
こ
と

②
定
め
ら
れ
た
使
用
量
又
は
濃
度
を
超
え
て

使
用
し
な
い
こ
と

③
定
め
ら
れ
た
使
用
時
期
を
守
る
こ
と

④
定
め
ら
れ
た
総
使
用
回
数
以
内
で
使
用
す

る
こ
と

こ
の
使
用
方
法
を
適
切
に
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
安
全
が
担
保
さ
れ
ま
す
の
で
、
農
薬

取
締
法
で
は
、
農
薬
の
使
用
基
準
の
厳
守
は

義
務
化
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
は
罰
則
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

避
難
所
で
は
、
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
密

閉
、
密
集
、
密
接
に
気
を
付
け
て
、
十
分
な

間
隔
（
２
メ
ー
ト
ル
以
上
）
を
と
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
で
き
る
だ
け
向
か
い
合
わ
せ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
背
中
合
わ
せ
に
な
る
よ

う
な
体
勢
を
と
り
、
手
洗
い
、
う
が
い
を
こ

ま
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。必
要
な
物
品（
衣

服
、
食
料
、
マ
ス
ク
、
体
温
計
等
）
は
日
ご

ろ
か
ら
準
備
し
、
避
難
す
る
と
き
は
必
ず
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
感
染
リ

ス
ク
も
あ
る
避
難
所
に
は
行
か
ず
、
親
戚
や

友
人
の
家
に
避
難
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

町
職
員
の
人
事
異
動
（
そ
の
２
）

農
薬
の
安
全
・
適
正
な
使
用
に

つ
い
て

避
難
場
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
主
事

　

林　

絋
杜
（
水
道
課
主
事
）

こ
う
の
こ
ど
も
園
主
事

　

伊
藤　

納
菜
（
き
み
の
こ
ど
も
園
主
事
）

警
防
第
１
課
副
主
査

　

角
谷　

和
紀
（
警
防
第
２
課
副
主
査
）

警
防
第
１
課
副
主
査

　

久
保　

拓
巳
（
警
防
第
２
課
課
員
）

警
防
第
２
課
副
主
査

　

樋
瀬　

大
輝
（
警
防
第
３
課
課
員
）

警
防
第
２
課
副
主
査

　

松
本　

健
太
（
警
防
第
１
課
課
員
）

警
防
第
３
課
副
主
査

　

道
浦　

大
輝
（
警
防
第
１
課
副
主
査
）

警
防
第
３
課
副
主
査

　

井
岡　

義
成
（
警
防
第
１
課
副
主
査
）

警
防
課
副
主
査

（
和
歌
山
広
域
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

　

井
本　

宏
史
（
警
防
第
３
課
副
主
査
）

【
主
事
補
級
】

警
防
第
１
課
課
員

　

前
久
保　

雄
貴
（
警
防
第
２
課
課
員
）

警
防
第
１
課
課
員

　

岡
本　

蒼
生
（
警
防
第
３
課
課
員
）

【
派
遣
】

総
務
課
（
和
歌
山
大
学
大
学
院
）

　

浦　

円
香
（
ま
ち
づ
く
り
課
主
査
）

総
務
課
（
和
歌
山
地
方
回
収
機
構
）

　

北　

篤
（
税
務
課
主
事
）
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マ
ス
ク
２
，０
０
０
枚
寄
附

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

中
、
４
月
27
日
に
、
有
限
会
社
道
上
葬
祭
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
医

療
機
関
・
福
祉
施
設
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と

マ
ス
ク
２
，０
０
０
枚
の
寄
附
が
あ
り
ま
し

た
。有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

の
度
は
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
か
ら
寄

附
金
を
充
当
し
、
災
害
時
に
活
動
を
行
う
消

防
団
設
備
と
し
て
整
備
し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

を
使
っ
た
訓
練
で
す
。

紀
美
野
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の

皆
さ
ま
か
ら
令
和
元
年
度
中
に
、
５
３
９
件 

７
，９
７
５
，０
０
０
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
頂
戴
し
た
ご
寄
附
は
ふ
る
さ
と

の
発
展
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
元
年
度
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
工

事
・
防
災
組
織
訓
練
や
資
機
材
の
購
入
、
伝

統
工
芸
品
の
普
及
啓
発
活
動
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
整
備
、
み
さ
と
天

文
台
星
の
塔
空
調
整
備
、
町
内
小
中
学
校
の

整
備
等
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
こ
と
に
関
し
ま

し
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
掲
載

い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支

援
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

【
補
助
の
概
要
】

■
対
象

　

申
請
者
が
50
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
（
費
用

負
担
は
申
請
者
本
人
ま
た
は
申
請
者
の
配

偶
者
で
あ
る
こ
と
）　

　

5
年
以
上
継
続
し
て
居
住
す
る
こ
と

　

各
種
税
金
の
未
納
が
な
い
こ
と

　

玄
関
・
居
室
・
便
所
・
風
呂
及
び
台
所
を

備
え
た
居
住
用
の
部
分
の
面
積
が
50
㎡
以

上
あ
る
こ
と

※
紀
美
野
町
在
住
の
方
も
申
請
可
能
で
す
。

■
補
助
の
対
象
と
な
る
要
件

　

住
宅
の
新
築

　

住
宅
の
購
入
（
た
だ
し
、
購
入
費
用
が

２
５
０
万
円
以
上
の
場
合
に
限
る
）

　

住
宅
の
増
改
築
（
た
だ
し
、
増
改
築
費
用

が
２
５
０
万
円
以
上
の
場
合
に
限
る
）

　

住
宅
建
築
用
の
土
地
の
購
入
（
土
地
の
購

入
の
み
の
場
合
は
補
助
不
可
）

■
補
助
金
額

　

住
宅　

25
万
～
50
万
円

　

土
地　

最
大
50
万
円

※
各
種
要
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
補
助
件
数

　

先
着
順
（
予
定
金
額
に
到
達
次
第
終
了
）

毎
年
６
月
に
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
回
は
相

談
所
開
設
を
中
止
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
各
種
人
権
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は

「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

℡ 

０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

お
知
ら
せ
・
募
集

「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設
中
止
の

お
知
ら
せ

令
和
元
年
度
紀
美
野
町
ふ
る
さ
と
ま
ち

づ
く
り
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
の
報
告

令
和
２
年
度
紀
美
野
町
定
住
促
進
補

助
金
制
度
に
つ
い
て

令和元年度紀美野町ふるさとまちづくり応援寄附金実績
(単位：件) (単位：円)

寄附件数 寄附額

1. みんなでつくるまちづくり(協働と交流) 28 370,000
2. 住みやすいまちづくり(快適な暮らし) 35 509,000
3. 安全・安心なまちづくり(安全・安心な暮らし) 36 583,000
4. 福祉の充実したまちづくり(心豊かな暮らし) 54 1,020,000
5. 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 102 1,622,000
6. 活気のあるまちづくり(活力ある産業) 58 926,000
7. 特に指定しない事業 226 2,945,000

合計 539 7,975,000

ま
ち
の
話
題
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令
和
元
年
10
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
低
所
得
者
の
第
１
号
保
険
料
を
軽

減
す
る
た
め
、65
歳
以
上
の
方
の
第
１
段
階
、

第
２
段
階
、
第
３
段
階
の
介
護
保
険
料
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

令
和
2
年
度
の
保
険
料
の
通
知
は
、
7
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

介
護
保
険
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
段
階
別
保
険
料
（
年
額
）

【
補
助
の
概
要
】

紀
美
野
町
で
は
定
住
促
進
を
目
的
に
、
新

た
に
住
民
登
録
さ
れ
た
方
に
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
対
象

　

当
町
へ
住
民
登
録
し
た
50
歳
未
満
の
方

　
（
※
但
し
Ｕ
タ
ー
ン
の
方
は
、
町
外
で
の

住
民
登
録
期
間
が
２
年
以
上
必
要
）

　

5
年
以
上
継
続
し
て
居
住
す
る
こ
と

　
（
※
但
し
通
学
や
通
勤
等
の
た
め
の
一
時

的
な
転
居
で
は
無
く
、
当
町
を
生
活
の
拠

点
と
す
る
こ
と
）

■
奨
励
金
額

　

住
民
登
録
し
た
方
１
人
に
つ
き

　

３
０
，０
０
０
円

紀
美
野
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募

集
に
つ
い
て

紀
美
野
町
定
住
奨
励
金
交
付
事
業
に

つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、
こ
れ
ま
で
臨

時
職
員
と
し
て
任
用
し
て
き
た
職
員
に
代
わ

る
も
の
で
、
一
般
の
地
方
公
務
員
と
な
り
町

の
行
政
事
務
の
補
助
や
定
型
的
な
業
務
に
従

事
す
る
職
員
の
こ
と
で
す
。

■
業
務
内
容　

保
育
士
業
務

　
（
こ
う
の
こ
ど
も
園
勤
務
）

■
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

１
人

■
任
用
期
間　

令
和
２
年
７
月
１
日
～
令
和

３
年
３
月
31
日

　

会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
常
勤
職
員
へ
の

切
り
替
え
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

次
回
の
任
用
更
新
は
確
約
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
00
分

　
（
う
ち
昼
休
憩
1
時
間
）

■
賃　
　

金　

月
額　

１
８
６
，０
０
０
円

（
現
時
点
で
の
予
定
で
、
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

　

基
本
給
に
加
え
、
勤
務
条
件
に
よ
り
期
末

手
当
お
よ
び
通
勤
手
当
等
が
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間　

６
月
15
日
（
月
）
ま
で

※
持
参
の
場
合
は
土
・
日
除
く

■
申
請
期
間

　

住
民
登
録
の
日
か
ら
１
年
以
内

■
補
助
申
請
等
に
つ
い
て

　

申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
、
ま
ち
づ
く
り

課
、
住
民
課
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
能
で
す
。

※
ご
不
明
な
点
は
ま
ち
づ
く
り
課
担
当
ま
で

ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
課　

　

℡ 
０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

■
補
助
申
請
等
に
つ
い
て

　

申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
、
企
画
管
財
課

に
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

必
要
書
類
の
説
明
や
要
件
の
確
認
を
お
こ

な
う
た
め
、
申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は
必

ず
事
前
に
企
画
管
財
課
担
当
ま
で
ご
相
談

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

段階 対　象　者
保険料

改正前 改正後

第１段階

・生活保護の受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全員が住民税非課税
・住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が
　80万円以下

30,510円 24,408円

第２段階 ・住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が
　80万円超、120万円以下 50,850円 40,680円

第３段階 ・住民税非課税世帯で、課税年金収入額＋合計所得金額が
　120万円超 58,986円 56,952円
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「環境省熱中症予防情報サイト」
全国約840地点の「暑さ指数（WBGT）」
の予測値や実況値などを確認することが
できます。
パソコン
https://www.wbgt.env.go.jp
スマートフォン　
https://www.env.go.jp/sp/
期間：R2年4月17日～ 10月30日

【熱中症による死亡者数】

全国 1581人

和歌山県 23人
厚生労働省（Ｈ30）

　

８
時
30 

分
～
17
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
ず
簡
易
書
留
で

　

郵
送
（
必
着
）（
封
筒
表
に
「
採
用
試
験

申
込
書
在
中
」
と
朱
書
き
）

■
試
験
日　

令
和
２
年
６
月
下
旬
（
別
途

通
知
し
ま
す
。）

■
試
験
会
場　

紀
美
野
町
役
場　

総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
３
階

　
（
紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４
）

※
当
日
の
受
付
は
保
健
福
祉
課
で
行
い
ま

す
。

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
提
出
書
類

　

採
用
試
験
申
込
書
・
履
歴
書
（
顔
写
真
）

　

保
育
士
資
格
の
写
し
・
84
円
切
手

※
試
験
案
内
を
必
ず
確
認
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
紀
美
野
町　

保
健
福
祉
課
で
配

布
し
ま
す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

右
記
以
外
の
詳
細
条
件
等
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

熱
中
症
と
は
暑
い
環
境
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
を

調
節
す
る
機
能
が
う
ま
く
働
か
な
い
こ
と
で

起
こ
る
症
状
で
す
。
梅
雨
入
り
し
気
温
が
上

が
る
６
月
は
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い

た
め
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

予
防
方
法
を
正
し
く
理
解
し
、
外
出
時
だ
け

で
な
く
室
内
で
も
十
分
に
対
策
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

☆
熱
中
症
は
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
！

■
業
務
内
容　

子
育
て
支
援
員
業
務
（
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

■
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方

■
募
集
人
員　

１
人

■
任
用
期
間　

令
和
２
年
７
月
１
日
～
令
和

３
年
３
月
31
日

　

会
計
年
度
任
用
職
員
か
ら
常
勤
職
員
へ
の

切
り
替
え
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

次
回
の
任
用
更
新
は
確
約
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

９
時
00
分
～
16
時
00
分

　
（
う
ち
昼
休
憩
1
時
間
）

■
賃　
　

金　

時
給　

１
，０
０
２
円

　
（
現
時
点
で
の
予
定
で
、
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

　

基
本
給
に
加
え
、
勤
務
条
件
に
よ
り
期
末

手
当
お
よ
び
通
勤
手
当
等
が
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
受
付
期
間　

６
月
15
日
（
月
）
ま
で

※
持
参
の
場
合
は
土
・
日
除
く

　

８
時
30
分
～
17
時

※
郵
送
の
場
合
は
必
ず
簡
易
書
留
で
郵
送

（
必
着
）（
封
筒
表
に
「
採
用
試
験
申
込
書

在
中
」
と
朱
書
き
）

■
試 

験 

日　

令
和
２
年
６
月
下
旬
（
別
途

通
知
し
ま
す
。）

■
試
験
会
場　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

（
紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４
）

※
当
日
の
受
付
は
保
健
福
祉
課
で
行
い
ま

す
。

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
提
出
書
類　

　

採
用
試
験
申
込
書
・
履
歴
書
（
顔
写
真
）

　

保
育
士
資
格
の
写
し
・
84
円
切
手

※
試
験
案
内
を
必
ず
確
認
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
保
健
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　

上
記
以
外
の
詳
細
条
件
等
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ま
た
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

【
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
】
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☆
熱
中
症
予
防
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト　

※
予
防
方
法
が
で
き
て
い
る
か
□
に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
で
き
る
だ
け
、
高
温
多
湿
、
炎
天
下
で
の

外
出
は
控
え
、
日
陰
を
選
ん
で
歩
く
。

□
外
出
時
は
、
日
傘
、
帽
子
を
使
う
。

□
室
内
で
は
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
を
利
用
す

る
。
目
安
は
室
温
28
℃
。

□
通
気
性
が
よ
く
、
吸
汗
・
速
乾
性
が
あ
る

衣
類
を
選
ぶ
。

□
熱
を
吸
収
し
や
す
い
黒
色
の
服
は
避
け

る
。

□
軽
い
脱
水
症
状
の
時
は
、
の
ど
の
渇
き
を

感
じ
な
い
た
め
、
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ

る
前
に
飲
む
。

□
た
く
さ
ん
汗
を
か
い
た
ら
水
分
だ
け
で
な

く
、
塩
分
も
補
給
。

□
環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
で
暑
さ

指
数
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
提
出
期
限
：
そ
れ
ぞ
れ
1
年
間
延
長

※
今
回
の
提
出
期
限
の
延
長
の
対
象
と
な
る

方
々
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
個
別
に

お
知
ら
せ
文
書
を
送
付
予
定
で
す
。

※
特
別
障
害
給
付
金
の
受
給
資
格
者
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

◎
学
生
納
付
特
例
申
請
書
に
つ
い
て

・
申
請
書
の
受
付

　

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
書

（
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て

は
、
受
付
の
際
に
申
請
書
と
「
学
生
等
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
は
学
生
等
で
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

(

学
生
証
等)

」
が
必
要
で
す
。
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
で
学
生
証
の
発
行
が
遅
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
学
生
証
が
発
行
遅
延
に
よ
り

添
付
で
き
な
い
場
合
で
も
受
付
い
た
し
ま

す
。
ま
た
そ
の
場
合
は
、
学
生
証
等
を
取

得
次
第
、
速
や
か
に
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
郵
送
に
よ
る
申
請
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

各
種
申
請
書
は
郵
送
に
よ
る
受
付
が
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
既
に
書
類
を

お
持
ち
の
方
は
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
国

民
年
金
制
度
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
】

◎[

障
害
年
金
等
を
受
け
て
い
る
方
へ]

障
害

状
態
確
認
届
（
診
断
書
）
の
提
出
期
限
延

期
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

踏
ま
え
、
障
害
状
態
確
認
届(

診
断
書)

の

提
出
期
限
が
1
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

・
対
象
者
：
令
和
2
年
2
月
末
～
令
和
3
年

2
月
末
ま
で
に
提
出
期
限
を
迎
え
る
方

☆
こ
の
よ
う
な
症
状
は
熱
中
症
の
サ
イ
ン
で

す
！

　
（
猛
暑
日
や
熱
帯
夜
が
３
～
４
日
続
い
た

頃
に
熱
中
症
は
急
増
す
る
。）

□
普
段
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
を
し
て

汗
を
か
く
。

□
食
欲
が
な
い
と
き
は
、
口
当
た
り
の
よ
い

も
の
を
選
び
、
食
事
は
欠
か
さ
な
い
。

□
寝
不
足
や
二
日
酔
い
、
風
邪
、
下
痢
の
状

態
、
心
臓
・
肺
・
腎
機
能
が
低
下
し
て
い

る
人
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
た
め
、
無

理
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

重症
・意識がない
・けいれん、まっすぐ歩けない
・体にさわると熱い
・呼びかけても返事がおかしい

中等症
・頭痛
・吐き気・嘔吐
・体がだるい

病院へ！！すぐに
救急車を！！！

軽症
・めまい、立ちくらみ
・筋肉痛、こむらがえり
・汗が止まらない

応急処置を！
□涼しい場所へ移動
□衣服をゆるめ、身体を冷やす
□水分・塩分補給

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

１
、
暑
さ
を
避
け
る

２
、
涼
し
い
服
装

３
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給

４
、
特
に
暑
く
な
る
日
に
注
意

５
、
暑
さ
に
備
え
た
体
力
づ
く
り

６
、
体
調
に
あ
わ
せ
て
行
動
す
る



2020.6 8

★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
各
種
教
室

　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
に
て
）

　

６
月
８
日
（
月
）・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

10
時
30
分
～

６
月
11
日
（
木
）・
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

10
時
00
分
～

　

６
月
16
日
（
火
）・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う

　

14
時
30
分
～

★
遊
び
の
教
室

　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
に
て
）

　

○
コ
ア
ラ
（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・

入
所
ま
で
）
6
月
3
日
（
水
）
９
時
30
分

～
11
時
30
分

　

○
カ
ン
ガ
ル
ー
（
生
後
５
か
月
～
１
年
６

か
月
ま
で
）
６
月
19
日
（
金
）
９
時
30
分

～
11
時

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
各
事
業
の
実
施
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
各
教
室
に
参
加
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相
談

を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み
の

こ
ど
も
園
、
こ
う
の
こ
ど
も
園
で
も
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。

巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直
接
ご
連
絡
い

た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談

は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、相
談
窓
口（
巡

回
相
談
予
約
先
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

【
地
域
福
祉
権
利
擁
護
に
つ
い
て
】
知
的
障

害
や
精
神
障
害
に
よ
り
意
思
決

定
が
不
十
分
な
方
も
、
安
心
し

て
地
域
で
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ご
相
談
例
の
一
部
で
す
。

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
け
ど
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
。

・
年
金
を
す
ぐ
に
使
っ
て
し
ま

う
な
ど
、
日
常
的
な
お
金
の

管
理
に
不
安
が
あ
る
。

■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　

３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

　
（
子
育
て
の
相
談
・
離
乳
食
の
相
談
・
健

診
結
果
の
相
談　

等
）

保
健
師
等
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
健
康
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
の

り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や
授
乳
の

相
談
も
可
能
で
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・

骨
密
度
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

★
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

希
望
の
方
は
で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（ 健 康 診 断 書 発 行 ）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

６月 8 日（月）
６月22日（月）
　　９時30分～ 10時30分（受付）

性 感 染 症 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受け取りにお
越しください。）

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こ こ ろ の 健 康 相 談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精神科医師が
相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

６月10日（水）　13時00分～
６月24日（水）　 9時00分～

骨髄バンクドナー登録 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行います。
（予約制）

６月 8 日（月）
６月22日（月） 10時30分～ 11時30分

エ イ ズ 即 日 検 査 検査結果は約１時間後 ( 確認検査が必要と判断された場合は約２週間後）にお知ら
せします。( 予約制）

６月22日（月）
　　17時00分～ 19時00分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）

令
和
２
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
６
月
の
日
程
）

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

日　時 場　所 巡回相談予約先・相談窓口

６月17日（水）
10時～ 11時30分

紀美野町
総合福祉
センター

・国保野上厚生総合病院
　指定相談支援事業所
　℡０７３ ‐ ４８９ ‐ ２９０８
・療育センターＡＯＩ
　℡０７３ ‐ ４８３ ‐ ０４５４
・海草圏域障害児者相談支援事業所らん
　℡０７３ ‐ ４８８ ‐ ６３１４

保
健
・
福
祉
だ
よ
り
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〇紀の海クリーンセンターは、紀の川市、海南市、紀美野町の
　3市町の広域で構成する施設です。
　直接持込ごみの受入日及び受入時間
　【受 入 日】月曜から土曜日（１月１日から３日除く）
　【受入時間】９時～ 16時

〇ごみ処理手数料
　【家庭廃棄物】　可燃ごみ・資源ごみ　10㎏あたり　50円
　【事業系一般廃棄物】　可燃ごみ　　10㎏あたり　100円

○問い合わせ
　紀の海クリーンセンター（紀の海広域施設組合）　℡ ０７３６ ‐ ６６ ‐ １８１３　ホームページ　http://kinoumi-kouiki.jp/

紀の海クリーンセンターの運営状況等について



2020.6 10

紀の国わかやま文化祭2021

■問い合わせ　第36回国民文化祭、第21回全国障害者芸術・文化祭和歌山県実行委員会事務局
　（紀の国わかやま文化祭推進局総務企画課）
☎０７３ ‐ ４４１ ‐ ２４１７　Ｅ-mail：kinokunibunkasai2021@pref.wakayama.lg.jp

全国的な規模による発表・競演・そして障害のある人もない人も共に参加し、交流の輪
を広げる国内最大の文化の祭典が、和歌山で初開催。
開催期間中は、県内各地で多彩な文化イベントが開催されます。
■基本方針　文化力の向上、文化の創造、文化を継承
■開会式　和歌山ビッグホエール　　■閉会式　和歌山県民文化会館
①分野別交流事業
　全国から出演者や作品を募集し、分野別での公演や展示等を行います。

②地域文化発信事業
　世界遺産、日本遺産、食文化や歴史等の地域の文化資源を活用し、和歌山の魅力を発

信します。
③障害者交流事業
　出演者や作品を募集し、発表の場を提供。障害のある人の芸術・文化活動の活性化を

図ります。

合唱　　吹奏楽　　オーケストラ　　太鼓　　かるた　　華道　　茶道
短歌　　演劇　　　洋舞　　将棋　　現代詩　俳句　　　お香　　大正琴
民謡　　着物　　　川柳　　健康麻雀　　邦楽　　ダンス　　連句　　吟剣詩舞道

第36回国民文化祭・わかやま２０２１
第21回全国障害者芸術・文化祭わかやま大会

■開催期間　令和３年10月30日（土）～11月21日（日）

　本文化祭を周知することを目的に、本
文化祭の公式ＳＮＳやＰＲグッズを活用
したＰＲ活動にご協力いただける方を募
集しています。誰でも参加可能です！参
加いただける方には、限定ＰＲグッズ（エ
コバッグやボールペン）を差し上げます
♪参加いただける方は公式ＨＰをご確認
いただくか、下記までお問合せください。

【活動例（一例）】
○文化祭公式ＳＮＳをフォロー・シェア
○ＰＲグッズを活用　など

「紀の国わかやま文化祭2021」
広報ボランティア募集中‼
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４
月
16
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
事
に
伴
い
、
引
き
続
き
６
月
の
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

を
中
止
い
た
し
ま
す
。

再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
各
小
学
校
を
通
じ

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】
井
岡　

そ
ら
（
こ
う
の
こ
ど
も
園
）

【
１
０
０
冊
】
新
谷　

優
竜
（
下
神
野
小
３
年
）

【
２
０
０
冊
】
西
隂
地　

彩
可
（
小
川
小
５
年
）

【
２
０
０
冊
】
井
岡　

み
の
り
（
下
神
野
小
２
年
）

【
３
０
０
冊
】
谷
坂　

し
え
り
（
き
み
の
こ
ど
も
園)

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
八
本
目
の
槍
」　　
　
　
　
　
　
　
　

今
村
翔
吾　

著

「
背
中
の
蜘
蛛
」　　
　
　
　
　
　
　
　

誉
田
哲
也　

著

「
さ
よ
な
ら
の
儀
式
」　　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き　

著

「
太
平
洋
食
堂
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
広
司　

著

「
く
ま
く
ん
の
た
す
け
て
～
！
」

く
り
は
ら
た
か
し　

作
・
絵

「
歯
の
は
え
か
わ
り
の
な
ぞ
」　

な
が
お
か
え
つ
こ　

絵

「
光
マ
マ
！
光
マ
マ
‼
光
マ
マ
!!!
」　　

友
澤
里
子　

絵

「
琉
球
と
い
う
国
が
あ
っ
た
」　　
　
　

上
里
隆
史　

文

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
イ
マ
ジ
ン
？
」　　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
ひ
ろ　

著

「
オ
カ
シ
ナ
記
念
病
院
」　　
　
　
　
　

久
坂
部
羊　

著

「
せ
き
越
え
ぬ
」　　
　
　
　
　
　
　
　

西
條
奈
加　

著

「
志
麻
さ
ん
の
気
軽
に
作
れ
る
極
上
お
や
つ
」　志

麻　

著

「
不
調
に
す
ぐ
効
く
顔
つ
ぼ
ス
ト
レ
ッ
チ
」鈴

木
康
玄　

著

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」工藤

ノ
リ
コ　

作

「
お
と
う
さ
ん
の
こ
わ
い
は
な
し
」　か

と
う
ま
ふ
み　

作

「
み
ら
い
ず
か
ん
」　　
　
　
　
　

た
が
わ
ひ
で
き　

作

「
地
獄
の
歩
き
方
」　　
　
　
　
　
　

田
村
正
彦　

監
修

「
魔
女
の
い
じ
わ
る
ラ
ム
ネ
」　　
　

草
野
あ
き
こ　

文

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
感
染
し

た
方
や
そ
の
ご
家
族
及
び
医
療
関
係
者
等
に
対
し
て
、

誤
っ
た
情
報
や
不
確
か
な
情
報
に
よ
る
差
別
、
偏
見
、

い
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
等
の
人
権
侵
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。 

　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
差
別

や
偏
見
等
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
こ
の
よ
う
な
差
別
や
偏
見
等
が
拡
が
る
こ
と
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
人
々
の

不
安
を
煽
り
、
感
染
拡
大
防
止
の
妨
げ
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
て
誤
っ

た
情
報
や
不
確
か
な
情
報
に
惑
わ
さ
れ
て
人
権
侵

害
に
つ
な
が
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
正
し
い
情
報

に
基
づ
い
た
冷
静
な
判
断
の
も
と
、
一
人
一
人
が

お
互
い
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
も
っ
て
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

町
人
権
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

神
の
木
と
祀
る
椨た

ぶ

の
樹
三
百
歳

　
　

丸
き
傘
な
り
里
を
見
守
る　
　
　
　
　
　
　
　

上
中
前
澄
子

五
月
晴
れ
見
渡
す
山
の
新
緑
も

　
　

色
の
濃
く
な
り
山
ふ
く
ら
み
ぬ　
　
　
　
　
　

森
下　

玉
子

藤
花
は
一い

ち

夜や

の
風
に
散
り
ゆ
き
ぬ

　
　

緑
ひ
と
色
侘
し
き
森
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

𠮷
信

押
し
花
で
作
り
し
義
妹
の
熊
野
古
道

　
　

プ
ロ
の
絵
画
と
見
ま
が
う
ほ
ど
の　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

今
は
亡
き
媼お

う
なに
賜た

ま

い
し
紅べ

に

椿
つ
ば
き

　
　

や
さ
し
い
婆
の
面お

も

顕た

つ
花か

輪り
ん　
　
　
　
　
　
　

寺
岡　

幸
子

わ
が
退
院
祝
い
し
友
の
手
料
理
は

　
　

春
の
は
た
け
の
分わ

け

葱ぎ

の
ぬ
た
ぞ　
　
　
　
　
　

松
本　

久
子

幼
き
日
母
と
柴
か
り
ふ
る
郷
の

　
　

暗
き
杉
山
脳
裏
に
う
か
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

小
根
田
牧
子

歌　
の　
小　
道

５
月
13
日
、
動
木
の
Ｕ
Ｇ

ニ
シ
ヤ
マ
さ
ん
か
ら
の
ご
厚

意
で
、
町
内
各
小
学
校
児
童

の
た
め
に
、
３
０
０
個
の
携

帯
ア
ル
コ
ー
ル
ハ
ン
ド
ジ
ェ

ル
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
の
度
は
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

携
帯
ア
ル
コ
ー
ル
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
六
十
二

さ
て
、こ
の
天
か
ら
お
札
が
降
る
と
い
う
、

今
な
ら
テ
レ
ビ
が
飛
び
つ
き
そ
う
な
「
超
常

現
象
」
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
現
場

を
見
て
な
い
の
で
な
ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
お
か
げ
参
り
」
に
し
て
も
「
え

え
じ
ゃ
な
い
か
踊
り
」
に
し
て
も
、
主
役
は

下
層
農
民
や
奉
公
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
、
結

果
的
に
は
幕
政
下
の
人
々
の
不
満
を
安
全
に

解
き
放
つ
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
見
方
は

あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら「
ガ
ス
抜
き
」を
狙
っ

た
幕
府
の
陰
謀
説
が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
一

方
で
は
年
貢
減
免
要
求
や
、
接
待
を
渋
る
富

家
の
打
ち
壊
し
、
耕
作
放
棄
に
ま
で
発
展
す

（
前
月
号
の
つ
づ
き
）

る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
計
画
的
で
は
な
い

に
し
て
も
反
体
制
運
動
の
色
合
い
が
強
く
、

末
期
の
幕
政
を
揺
る
が
し
た
の
も
事
実
な
の

で
、
倒
幕
勢
力
が
仕
掛
け
人
だ
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
お
伊
勢
さ
ん
の
営
業

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
な
ど
と
い
う
う
が
っ
た
見

方
も
あ
っ
て
な
か
な
か
に
ぎ
や
か
な
こ
と
で

す
。
ま
あ
遠
慮
な
く
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
、

降
っ
て
く
る
の
が
宇
宙
人
と
か
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」

の
か
け
ら
な
ら
ま
だ
し
も
、
ど
こ
に
で
も
あ

る
お
札
で
は
ね
え
、
と
言
っ
た
ら
お
伊
勢
さ

ん
に
悪
い
か
な
。
と
に
か
く
そ
こ
ら
の
消
息

を
伝
え
る
お
話
を
ひ
と
つ
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。お

隣
の
「
清
水
町
誌
」
に
よ
る
と
、
慶
応

４
年
（
１
８
６
８
）
に
花
園
村
の
久
野
と
い

う
女
性
が
お
札
降
り
の
場
所
と
時
間
を
予
言

し
、
自
分
で
出
向
い
て
、
他
家
の
裏
庭
や
庭

木
の
間
で
お
札
を
発
見
す
る
と
い
う
こ
と
が

続
き
ま
し
た
。
人
々
は
彼
女
を
生
き
神
様
の

よ
う
に
尊
敬
し
、
え
え
じ
ゃ
な
い
か
踊
り
の

場
で
は
振
り
袖
姿
で
床
の
間
に
座
ら
せ
て
、

あ
ら
そ
っ
て
盃
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
ま
で
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

う
ち
に
今
度
は
、
お
札
で
な
く
千
両
箱
が
降

り
か
か
っ
て
い
る
、
し
か
も
、
杉
野
原
と
板

尾
の
村
境
の
上
で
ど
ち
ら
に
降
ろ
う
か
と

迷
っ
て
い
る
、と
言
い
出
し
た
も
の
だ
か
ら
、

両
方
の
村
人
た
ち
は
自
分
の
村
へ
降
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
必
死
で
踊
り
ま
し
た
。し
か
し
、

さ
す
が
に
村
人
の
中
か
ら
ど
う
も
怪
し
い
と

い
う
声
が
出
て
、
久
野
を
問
い
詰
め
る
と
、

実
は
自
分
が
お
札
を
仕
掛
け
た
こ
と
を
白
状

し
ま
し
た
。
千
両
箱
が
降
る
な
ど
は
今
考
え

こんにちは、新体操クラブです。
私達は22人（小学１年生～中学３年生）

で、毎週日曜日の午前中楽しく練習をし
ています。

新体操は、リボン・フープ・ボール・
こん棒を使って音楽に合わせて演技をし
ます。

活動はおもに、「きみの夏まつり」や
「文化祭」での児童発表です。発表会では、
ポンポン・タンバリン・布などを使って
の演技もあり楽しいです。

基礎の身体づくりから始まり、バレエ
のレッスンも取り入れています。

たくさんの方々に感動してもらえる演
技ができるよう、日々がんばっています。
■活動場所　農村総合センター
■活動日時　毎週日曜日９時30分～

─ わが町サークル ─
「新体操」

晴
れ
時
々
お
札ふ

だ

る
と
大
笑
い
で
す
が
、
集
団
心
理
と
い
う
の

は
時
に
常
軌
を
逸
す
る
の
は
、
昔
も
今
も
同

じ
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
そ
の
時
、
わ
が
真
国
庄
の
先
輩

た
ち
は
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う
。
講
談
な
ら

「
そ
の
と
き
一
同
少
し
も
騒
が
ず
・
・
・
」

と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
、
降
っ
て
き
た

５
枚
の
お
札
を
お
宮
さ
ん
に
供
え
て
一
巻
の

終
わ
り
に
し
た
と
文
書
に
あ
り
ま
す
。

「
お
か
げ
参
り
」
も
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か

踊
り
」
も
な
し
、「
誠
ニ
不
思
議
哉
」
と
は

書
い
て
い
ま
す
が
ま
っ
た
く
沈
着
冷
静
な
対

応
で
す
ね
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
真
国
の
村

人
た
ち
は
、
こ
の
現
象
の
「
う
さ
ん
く
さ

さ
」
を
う
す
う
す
感
じ
取
っ
て
「
さ
わ
ら
ぬ

神
・
・
・
」
を
決
め
込
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
い
や
い
や
も
っ
と
格
調
高
く
「
子し

ハ

怪か
い
り
ょ
く力

乱ら
ん

神し
ん

ヲ
語
ラ
ズ
」（
論
語
）
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

断
っ
て
お
き
ま
す
が
、
真
国
住
民
は
無
気

力
だ
っ
た
の
で
も
さ
め
て
い
た
の
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
５
年
後
高
野
寺
領
を
揺
る
が
し
た

大
一
揆
の
と
き
、
山
上
で
数
千
人
の
農
民
を

指
揮
し
た
の
は
蓑
垣
内
の
杢も

く

左ざ

衛え

門も
ん

、
杢も

く

兵べ

衛え

親
子
で
し
た
。
真
国
庄
に
は
物
事
の
本
質

を
見
抜
く
す
ぐ
れ
た
指
導
者
が
い
た
の
で

し
ょ
う
。

い
ま
で
も
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
千
両

箱
が
降
る
よ
う
な
怪
し
い
話
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。「
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
が
毎
日

お
こ
っ
て
い
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
真
国
流
の
選

球
眼
を
養
う
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

森
下　

誠　

著
「
美
里
む
か
し
が
た
り
」
か
ら
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本校では４月８日に始業式を行い令和２年度がス
タートしました。午後からは「第38回入学式」が挙行
され、新たに５人が入学してきました。全校生徒27人
で令和２年度美里中学校のスタートとなりました。

少し緊張したようすでしたが、担任の呼名に「は
いっ！」としっかり返事することができました。

新入生を代表して
九十九みんとさんが

「私達は上級生の皆
さんをお手本に、仲
間と助け合い、協力
しながら中学校生活
を送ります」と誓いの言葉を述べました。

また在校生を代表して上中佑伊登君が「多くのこと
を学び、経験し、友達との時間を大切にして実りある
３年間にしてください」と歓迎の言葉を述べました。
入学式に際し、紀美野町長をはじめ多数の祝電・祝詞
をいただきありがとうございました。

コロナに負けず、「自ら学び、考える、心豊かな活
力ある生徒」として27人全員が力を合わせ、よりよい
学校生活を送ってほしいと思います。

皆さんは町内にある文化財をご存知でしょうか。
今回は数ある文化財の中から、国指定の重要文化財を
ご紹介します。

指定別 種類 指定物件 指定年月日 所在地 年代又は時代

国 

指 

定 

重 

要 

文 

化 

財

建　

造　

物

野上八幡宮本殿一棟 昭和19年９月５日 小畑

野上八幡宮拝殿一棟 昭和19年９月５日 小畑

野上八幡宮摂社　武内神社本殿一棟 昭和19年９月５日 小畑

野上八幡宮摂社　平野今木神社本殿一棟 昭和19年９月５日 小畑

野上八幡宮摂社　高良玉垂神社本殿一棟 昭和19年９月５日 小畑

十三神社　本殿一棟 昭和44年３月12日 野中 天正年間・永禄年間

十三神社　摂社丹生神社本殿 昭和44年３月12日 野中

十三神社　摂社八幡神社本殿 昭和44年３月12日 野中

泉福寺　梵鐘 昭和46年６月22日 長谷宮 安元２年

美術工芸 赤銅鳥頸太刀　銘真長 大正11年４月13日 小畑

４月から天文台大規模工事に備え、長期休館に入っ
ています。４月以降の近況を工事の内容と絡めてお伝
えします。
・山小屋内部の整理：第二駐車場の隣にある山小屋は

老朽化により取り壊す予定です。
　建物内の倉庫には二十数年にわたる天文台の歴史を

感じられるものなどが眠り、それを整理するのは大
変な作業で、１か月以上を要しました。

・新設、改築の準備：工事の目玉の一つであるプラネ
タリウム棟の新築や、大型望遠鏡ドームの改築に備
え、施設内のレイアウト変更や配線整理、電源用配
管埋め込みの為の星の塔周辺の山を崩す作業なども
行いました。
工事が始まり、プラネタリウム棟が形になってきた

頃にまた近況をご報告できればと考えていますので楽
しみにお待ちください。

天文台だより
『大規模工事に向けて』

　研究員　硲間拓郎

学校だより
『５名の新入生を迎えた入学式』

紀美野町立美里中学校

ご存知ですか？紀美野町の文化財
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策

の
た
め
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
う
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
高
い
お
酒(

ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
70
～
83
％
で
メ
タ
ノ
ー
ル
を

含
ま
な
い
製
品)

を
消
毒
液
の
代
わ
り
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
や
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

の
高
い
お
酒
は
揮
発
性
が
高
く
、
発
生
し
た

蒸
気
は
低
所
に
滞
留
し
や
す
い
特
徴
が
あ

り
、
火
気
や
電
気
火
花
に
よ
り
引
火
し
や
す

い
の
で
、
次
の
注
意
事
項
を
守
り
、
安
全
に

取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

①
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
す
る
と
き

は
、
火
気
の
近
く
で
使
用
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
容
器
を
落
下
さ
せ
た
り
、
衝
撃
を
与
え
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

③
容
器
を
設
置
、
保
管
す
る
場
所
は
、
直
射

日
光
が
当
た
る
場
所
や
高
温
と
な
る
場
所

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

4月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 24 0 24

一 般 負 傷 12（１） 0 12（１）

交 通 事 故 1 0 1

そ の 他 5 0 5

合 計 42（１） 0 42（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
の
安
全
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て

熱
中
症
を
予
防
し
楽
し
い
夏
を
過
ご
す
た

め
に
は

・
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

・
室
温
が
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
エ
ア

コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ

う
。

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
高
齢
者
の
方
は
、
体
温
の
調
節
機
能

が
落
ち
て
く
る
た
め
暑
さ
を
自
覚
し
に
く

く
、
熱
を
逃
が
す
体
の
反
応
や
暑
さ
対
策

の
行
動
が
遅
れ
が
ち
で
、
脱
水
症
状
に
も

救
急
コ
ー
ナ
ー
『
熱
中
症
』

④
容
器
に
詰
め
替
え
る
場
合
は
、
漏
れ
、
あ

ふ
れ
ま
た
は
飛
散
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、
詰
め
替
え
容
器
に
は
、【
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
】
や
【
火
気
厳
禁
】
な
ど

の
注
意
事
項
を
記
載
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
室
内
で
の
容
器
の
詰
め
替
え
な
ど
に
よ

り
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
可
燃
性
蒸
気
が
滞
留

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
通
気
性

の
良
い
場
所
や
換
気
が
行
わ
れ
て
い
る
場

所
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　

ま
た
、
密
閉
し
た
室
内
で
多
量
の
消
毒

用
ア
ル
コ
ー
ル
の
噴
霧
を
行
う
こ
と
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

⑥
ア
ル
コ
ー
ル
の
特
徴
や
危
険
性
に
つ
い

て
、
家
庭
や
会
社
で
情
報
共
有
し
ま
し
ょ

う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

救
命
講
習
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
に
つ
い
て

な
り
や
す
く
、
自
分
で
暑
さ
や
の
ど
の
渇

き
に
気
づ
き
に
く
い
う
え
、
体
調
の
変
化

も
我
慢
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

周
り
の
人
が
体
調
を
こ
ま
め
に
気
に
か
け

て
、予
防
対
策
を
促
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

①

②

④

⑤ ③
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４月の人口の動き（令和２年４月１日～ 30日）　転入21人　転出23人　出生2人　死亡12人

総人口　8,628人（−12）［男 4,004人（−3）女 4,624人（−9）］
世帯数　4,206世帯　　紀美野町面積　128.34㎢

2020.615

紀美野町の人口
【令和２年４月末現在】

（　）内は前月比

○
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
と
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
除

く
。）
を
受
給
す
る
世
帯
に
対
し
、
臨
時

特
別
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
で
す
。

１
．
令
和
２
年
４
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例

給
付
を
除
く
。）
の
受
給
者

２
．
令
和
２
年
３
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例

給
付
を
除
く
。）
の
受
給
者
で
、
児
童

の
年
齢
到
達
等
に
よ
り
支
給
事
由
が
消

滅
し
た
方

○
対
象
児
童

　

平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
２
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

○
給
付
額

　

対
象
児
童
1
人
に
つ
き　

１
万
円
（
１
回

限
り
の
支
給
）

○
申
請
等
に
つ
い
て

公
務
員
以
外
の
方　
支
給
を
受
け
る
た
め
の

申
請
は
不
要
で
す
。（
※
１
）

支
給
日　

６
月
11
日
（
木
）

支
給
先　

児
童
手
当
の
支
給
口
座
（
※
２
）

公
務
員
の
方　
令
和
２
年
３
月
31
日
時
点
で

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
当
町
で
の
申
請
窓
口
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

申
請
窓
口　

　

保
健
福
祉
課
・
美
里
支
所
住
民
室

給
付
金
の
申
請
用
紙
と
マ
ス
ク
の
引
換
券

を
5
月
中
旬
に
、
全
世
帯
主
様
宛
に
郵
送
し

て
い
ま
す
。

申
請
が
ま
だ
お
済
で
な
い
方
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
限
：
8
月
17
日
（
月
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
２

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に

よ
り
、
各
種
行
事
の
中
止
及
び
外
出
自
粛
な

ど
で
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
の
下
支

え
を
す
る
た
め
、緊
急
経
済
対
策
と
し
て「
き

み
の
２
０
２
０
商
品
券
」
を
町
民
の
皆
様
に

お
配
り
し
ま
す
。

対
象
者　

令
和
2
年
4
月
27
日
時
点
で
紀
美

野
町
に
住
所
を
有
す
る
方

内
容　

町
民
1
人
あ
た
り
５
，０
０
０
円
分

の
商
品
券
を
世
帯
主
様
宛
に
郵
送
し
ま

す
。

利
用
期
間　

令
和
2
年
7
月
1
日
か
ら
令
和

3
年
2
月
28
日
ま
で

発
送
時
期　

令
和
2
年
6
月
中
旬
か
ら
順
次

発
送

利
用
方
法　

き
み
の
２
０
２
０
商
品
券
取
扱

店
の
み
で
使
用
可
（
取
扱
店
一
覧
に
つ
い

て
は
商
品
券
に
同
封
し
ま
す
）

多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
「
き
み
の

２
０
２
０
商
品
券
」
が
使
用
で
き
る
取
扱
店

を
募
集
し
ま
す
。

店
舗
登
録
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
の
方

は
、
紀
美
野
町
商
工
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

登
録
期
限　

令
和
２
年
６
月
５
日（
金
）ま
で

■
お
問
合
わ
せ
先　

紀
美
野
町
商
工
会

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
２
６
０

申
請
期
間　

　

６
月
１
日
（
月
）
～
11
月
30
日
（
月
）

支
給
日　

　

申
請
受
付
月
の
翌
月
10
日
を
予
定

支
給
先　

申
請
時
に
指
定
の
口
座

※
１　

支
給
対
象
者
（
公
務
員
を
除
く
。）
に

は
、
5
月
中
頃
に
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
の
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
　
　

な
お
、
給
付
金
を
辞
退
さ
れ
る
場
合

は
、
受
給
拒
否
の
届
出
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
う
え
、
保

健
福
祉
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
（
６
月

4
日
必
着
）。

※
２　

児
童
手
当
の
支
給
口
座
を
解
約
等
し

て
い
る
場
合
は
、
口
座
変
更
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
保
健
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

5 日（金）・25 日（木）移動町長室 美里支所 住民室 495 − 3471
総務課 489 − 5912

18 日（木） 13 時～ 行政相談【13 時～ 15 時】 中央公民館 総務課 489 − 5912
18 日（木） 13 時～ 美里支所 住民室 495 − 3471

その他 行事のお知らせ

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
に
つ
い
て

特
別
定
額
給
付
金
（
10
万
円
）、
紀
美

野
町
生
活
支
援
給
付
金
（
1
万
円
）

及
び
マ
ス
ク
の
受
取
り
に
つ
い
て

き
み
の
２
０
２
０
商
品
券
に
つ
い
て

き
み
の
２
０
２
０
商
品
券
取
扱
店
の

登
録
に
つ
い
て
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Ｘ
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０
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動
木

２
８

７
　

　
　

　
　

　
　

  http://w
w

w
.tow

n.kim
ino.w

akayam
a.jp

2
0

2
0

. 6
　

広
報

き
み

の
　

第
1

7
4

号

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
に
つ
い
て

海
南
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

和
歌
山
か
ら
不
法
滞
在
者
を
な
く
そ
う

６
月
は「
不
法
就
労・
不
法
滞
在
防
止
の
た
め
の

強
化
月
間
」で
す

※
機
能
訓
練
指
導
員
に
つ
い
て
は
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
看
護
職
員
、
柔
道
整
復
師
、

あ
ん
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
・
き
ゅ
う

師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
保
有
者
で
あ
る
こ
と

・
任
用
期
間　

採
用
日
～
令
和
3
年
3
月
31
日

・
勤
務
場
所　

海
草
郡
紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番

地
7　

　
　
　
　
　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ
園
内

法
務
省
の
統
計
で
は
、
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
に

お
け
る
全
国
の
不
法
残
留
者
数
が
、
昨
年
か
ら
約
８
，

７
０
０
人
増
加
の
８
２
，
８
９
２
人
と
な
っ
て
お
り
、

不
法
入
国
者
等
を
含
め
た
不
法
滞
在
者
は
、
県
内
に
も

相
当
数
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

不
法
滞
在
す
る
外
国
人
の
中
に
は
、
他
の
犯
罪
に
手

を
染
め
る
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
警
察
で
は
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
不
法
滞
在
者
の
摘
発
や
、
不
法

滞
在
者
を
雇
用
す
る
悪
質
な
事
業
主
等
の
取
締
り
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

「
学
校
へ
行
か
ず
に
働
い
て
い
る
外
国
人
留
学
生
が

い
る
」、「
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
の
外
国
人
に
関
す
る
話
を

聞
い
た
」
な
ど
、
少
し
で
も
「
不
法
就
労
・
不
法
滞
在

し
て
い
る
の
で
は
？
」
と
思
っ
た
ら
、
ど
ん
な
情
報
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
警
察
本
部
ま
た
は
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

海
南
警
察
署

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
２
‐
０
１
１
０

・
選
考
方
法　

面
接
、
書
類
審
査

・
選
考
日　

随
時

・
申
込
方
法　

電
話
連
絡
の
う
え
、
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
持
参

・
そ
の
他　

勤
務
時
間
等
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　

や
す
ら
ぎ
園
事
務
局

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
３
６
３
１

職　　種 採用
予定者数 応募資格 年齢 基本報酬 備　　考

介護職員

若干名

特に
問わない 制限

なし

月額：155,097円
※資格の有無・経

験年数に応じて
報酬額が変わり
ます。

組合の規定に基
づき期末手当及
び交通費などが
支給されます。調理職員 月額：145,894円

機能訓練
指導員 ※左記参照 月額：158,003円

広 告


